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1111章章章章....    研究開発研究開発研究開発研究開発のののの概要概要概要概要    

1111----1.1.1.1.    研究開発研究開発研究開発研究開発のののの背景背景背景背景・・・・研究目的及研究目的及研究目的及研究目的及びびびび目標目標目標目標    

新規の沖縄産天敵昆虫コミドリチビトビカスミカメの商品化に向けた研究を琉球産経株式会

社と沖縄県農業研究センターが協力して行う事業である。 

コミドリチビトビカスミカメはカメムシの一種であり、沖縄県と琉球産経が進めてきた沖縄産有

用天敵生物の実用化研究の過程において発見された。本種は化学薬剤による防除が最も困

難な2つの主要害虫、コナジラミ類とアザミウマ類を同時に防除することができる次世代の天敵

昆虫であり、実用化すれば、減農薬環境保全型農業の現場に大きなインパクトを与えることが

予想される。 

平成18、19年度の本事業研究によって、本種の増殖・利用技術の核が出来上がり、国の認

可（農薬登録）を取得するための委託効果試験も始まった。これらの結果をふまえて、本年度

事業（Ｈ21事業化ステージ）では、農薬登録に必要なデータの蓄積、現場農家圃場における

ノウハウの蓄積、及び本天敵の弱点である食害の全貌を明らかにする研究をさらに進め、農

薬登録・商品化に向けて準備を整えることとなった。 

これらの研究を以下の3つのサブテーマにまとめてプロジェクトを進めた。 

 

◆1 コミドリチビトビカスミカメ農薬登録取得のための研究 

公的機関による「効果あり」の効果試験結果ほか、農薬登録に向けて必要なデータを得

るための研究 

◆2 コミドリチビトビカスミカメを中心とした施設野菜栽培体系の構築 

現場農家圃場における実践的利用をさらに積み重ね、栽培上のノウハウを蓄積するため

の研究 

◆3 コミドリチビトビカスミカメの食害範囲の研究 

本天敵の弱点である食害の問題についてその範囲と詳細を明らかにするための研究 
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1111----2.2.2.2.    研究体制研究体制研究体制研究体制    

 
◆◆◆◆研究組織研究組織研究組織研究組織    
 

琉球産経株式会社 
沖縄県農業研究 

センター 

   

琉球産経(株)糸満工場 
天敵研究施設 

 
 再委託 

 

 
プロデューサー 

琉球産経(株) 開発部 次長 
吉田 英実 

 
研究リーダー 

琉球産経(株) 開発部 主任研究員 
清水 徹 

 

 

 

◆◆◆◆研究担当者一覧研究担当者一覧研究担当者一覧研究担当者一覧 

 

吉田 英実 琉球産経株式会社（開発部） 

清水 徹  琉球産経株式会社（開発部） 

上原 寛  琉球産経株式会社（開発部） 

我喜屋 拓 琉球産経株式会社（開発部） 

水野 由紀 琉球産経株式会社（開発部） 

山崎 あかね 琉球産経株式会社（開発部） 

 

河野 伸二 沖縄県農業研究センター（病虫管理技術開発班） 

大野 豪  沖縄県農業研究センター（病虫管理技術開発班） 

喜久村 智子 沖縄県農業研究センター（病虫管理技術開発班） 

貴島 圭介 沖縄県農業研究センター（病虫管理技術開発班） 
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◆◆◆◆琉球産経天敵研究施設琉球産経天敵研究施設琉球産経天敵研究施設琉球産経天敵研究施設    

 

本事業で使用した天敵は糸満市西崎の琉球産経株式会社天敵研究施設において増殖を

行った。本施設は試験作業棟1棟、休憩棟（トイレ・シャワー）1棟、昆虫増殖用12ｍコンテナ5

基、人工飼料加工室、植物育成用温室2棟（6×12ｍ、8×12ｍ）、植物育成用3×6ｍ小型ハウ

ス2棟、効果試験用2.5×6ｍ小型ハウス8棟、栽培試験用4×18ｍ中型ハウス2棟、6ｍ冷蔵コン

テナ1基、6ｍ冷凍コンテナ1基、容器洗浄・消毒他のためのトタン屋根作業場を備えており、天

敵昆虫の増殖、生産、製剤化、効果試験等を行うことができる（図1-2-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-2-1. 琉球産経天敵研究施設の写真
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図1-2-2. 琉球産経天敵研究施設（糸満市西崎）Ｈ21配置図 
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1111----3.3.3.3.    成果概要成果概要成果概要成果概要    

3つのサブテーマに沿って、8つの研究課題をたてた。以下、各課題の目標と得られた成果

についてまとめる。 

 

◆1試験虫コミドリチビトビカスミカメの生産（サブテーマ1-3） 

目標 

琉球産経天敵研究施設において、週当たり約10000頭のペースでコミドリチビトビカスミカ

メの生産を行い、本事業で使用する全ての試験虫を供給する。この餌であるスジコナマ

ダラメイガ卵（約100ｇ/週）の生産を行う。これらの生産過程において随時生産方法の改

良・コスト低減を行う。 

成果 

・週約15000頭のペースでコミドリチビトビカスミカメを安定して生産し、試験に供給するこ

とができた。現在までコミドリチビトビカスミカメの病気は確認されていない。 

・コミドリチビトビカスミカメの餌であるスジコナマダラメイガ卵の生産において、生産量を

変動させる主因が明らかになり、生産量を高い水準で安定させることができた。 

 

◆2効果試験の委託（サブテーマ1） 

目標 

農薬取締法に基づき、日本植物防疫協会を通じて全国の試験研究機関に効果試験を

委託する。今年度は最大10件程度を予定している。結果を見ながら次年度以降の委託

数を決めていく。 

成果 

・広島県に試験を委託し、ナスのコナジラミ及びアザミウマで効果ありの判定を得た。 

・沖縄県に試験を委託し、ナスのコナジラミ及びアザミウマで効果ありの判定を得た。 

・沖縄県に試験を委託し、ピーマンのコナジラミ及びアザミウマで効果ありの判定を得た。 

 

◆3委託効果試験のバックアップ（サブテーマ1） 

目標 

上記委託先の研究機関に対して試験の進行状況等の確認を行い、必要であれば現地

を訪問する。並行して琉球産経天敵研究施設内の小規模ビニールハウスで効果試験を

行い、この知見を下に委託効果試験のバックアップを行う。 

成果 

・弊社圃場で効果試験を行い、キュウリのアザミウマで効果ありの判定を得た。 

・前年度分を含めて弊社圃場で行った効果試験結果が登録要件として使用できる可能

性が出てきた。これらの結果を次年度の委託効果試験成績検討会に提出する。 
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◆4捕食範囲に関する試験（サブテーマ1） 

目標 

コミドリチビトビカスミカメが補食する害虫類の種類（範囲）を明らかにする。また、他の天

敵類等有用昆虫に対する捕食他の影響を明らかにしておく。これらは登録申請時に提

出するデータの一部になる。 

成果 

・捕食範囲に関する試験を終了。登録に必要なデータを準備することができた。 

・アリガタ、タイリク、ミドリヒメ、チチュウカイツヤコバチなど8種類の他天敵に対する影響

試験を実施し、登録に必要なデータを準備することができた。 

 

◆5農家圃場における放飼試験（サブテーマ2） 

目標 

主として沖縄本島中南部の農家協力を得て、実際の圃場において、試験的利用マニュ

アルに基づいたナス・ピーマン・ニガウリ・モロヘイヤ等の栽培を行い、販売開始後の普

及・営業に必要な情報を集積する。圃場によっては既に市販されている先行天敵や研究

中の天敵など他天敵の同時放飼を行い、その効果を比較する。 

成果 

・ナス農家2軒5棟、ピーマン農家2軒5棟、ニガウリ農家2軒2棟、ミニトマト1軒2棟、ニガウ

リ1軒1棟でコミドリチビトビカスミカメ及び比較天敵チチュウカイツヤコバチの放飼を行い、

現場における使用と効果に関する情報を集積することができた。 

・沖縄県立農業大学校のピーマン、ナス、トマト、ニガウリ、サヤインゲン施設栽培圃場に

おいて、コミドリチビトビカスミカメ他天敵類の放飼試験を行い、使用と効果に関する情

報を集積するとともに、将来の天敵利用普及の拠点として農大をフォローする関係作り

ができた。 

 

◆6農家圃場試験のバックアップ（サブテーマ2） 

目標 

農家圃場試験と並行して琉球産経天敵研究施設内の小～中規模ビニールハウスでコミ

ドリチビトビカスミカメを使ったナス・ピーマン・トマト等の栽培を行い、営利活動を行って

いる農家圃場で確認することが難しい部分について確認を行う。また、天敵に対する影

響が未知の農薬について薬剤感受性試験・薬剤残効性試験を行い、農家圃場試験を

バックアップする。 

成果 

・18ｍ中規模パイプハウスでミニトマトの摸擬栽培を行い、コナジラミに対するコミドリチビ

トビカスミカメとチチュウカイツヤコバチの性能比較等を行った。トマト類ではコミドリチビ

トビカスミカメよりもチチュウカイツヤコバチの方が効果が高い感触を得た。 

・コミドリチビトビカスミカメに対する農薬の影響試験、残効試験を随時追加し、薬剤との
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併用に関するデータを蓄積することができた。 

 

◆7薬剤耐性の向上に関する試験（サブテーマ2） 

目標 

コミドリチビトビカスミカメの最大の弱点である化学薬剤に対する弱さを遺伝的に軽減でき

るかどうか、薬剤に対する耐性の選択試験を行いその可能性を探る。 

成果 

・コミドリチビトビカスミカメの弱点である界面活性を高める薬剤（展着剤）に対する抵抗性

の選択を数世代に渡って行い、抵抗性が遺伝的に向上することを確かめることができ

た。 

 

◆8食害範囲の解明（再委託先：沖縄県農業研究センター）（サブテーマ3） 

目標 

沖縄県農業研究センターおよび琉球産経天敵研究施設において、ナス・ピーマン等、利

用対象になる作物、およびイチゴ類、バラ科果樹、マンゴー等、食害の可能性の高い作

物を中心に、主として袋がけ食害試験を行い、その内容と程度を確認する試験を行う。 

成果 

・定植後時間の経過した古いピーマンに対して、大量のコミドリチビトビカスミカメを放飼

すると、実の変形が起こることを確認した。 

・バラ科果樹の果実（スモモなど）に対して吸汁痕、産卵痕ができることを確認した。 

・食害の記述のあるマンゴーに対する食害試験を行い、食害の可能性が低いことを確認

することができた。 

 

◆総括 

 

・増殖方法の改良により、コミドリチビトビカスミカメの餌を安定して生産することが可能にな

った。 

・委託効果試験及び生物的特性の調査により、農薬登録時に必要な試験データを蓄積す

ることができた。 

・現場農家圃場試験により、より実践的なコミドリチビトビカスミカメの使用方法を確立するこ

とができた。 

・食害試験により、コミドリチビトビカスミカメの食害の実態を明確にすることができた。 
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1111----4.4.4.4.    当該当該当該当該プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト連絡窓口連絡窓口連絡窓口連絡窓口    

 

琉球産経株式会社 開発部 

〒901-0242沖縄県豊見城市字高安586番地 電話098-850-7791 

担当者 吉田 英実 


